
ツールボックス・ダイアログ・
アプローチ
研究と実践を対象とした専門分野にある暗黙の前提と共有認識を明らかにし、
他の分野の考え方と対比させるためのツール

ツールボックス・ダイアログ・アプローチとは？

ワークショップ形式で対話を始めるために使われる質問と文のセット（「ツールボックス」と呼

ぶ）を使う手法です。 研究者が自分の（専門分野の）考え方と研究協力者の（専門分野の）考

え方を認識するために役立ちます。

なぜ使うべきか？

多くの場合、さまざまな経験を持つ研究者は、 皆が同じ研究や実践に対する考え方をしてい

ると思っています。 実際には、 専門分野が異なれば、 手法や正しい研究計画、 信頼できる

根拠のソースも異なります。ツールボックス・ダイアログ・アプローチは、シンプルな（哲学

的な）質問によって、こうした根底にある前提を明らかにします。 たとえば、「科学的根拠に

なるデータの種類は？」のような質問です。 根底にある前提を浮かび上がらせ、 明示すると、

相互理解が深まり、 共通する基準があるか考えられるようになります。

いつ使うべきか？

知識生産の協働プロセスの早い段階で使い、 協力のための健全な土台を築くのが、 最も有

効です。

どのように実施するか？

ツールボックス・ダイアログ・アプローチを用いたワークショップの基本ステップは次のとおり

です。

1） ファシリテーターは、ツールボックスを配り、プロンプトに個別に回答してくださいと
参加者に指示します。プロンプトは、オープンクエスチョン（自由回答の質問）のリス
ト、またはリッカート尺度の選択肢（そう思う、どちらとも言えない、 など）を選んで
回答する文のリストです。

2） グループの人数に応じて個々の回答をグループ全体かサブグループで話し合いま
す。このディスカッションは、ファシリテーターが少し進行役をすることも、自発的に
進めることもあります。

3） リッカート尺度の場合、ディスカッションの結果、変化したかどうか確認するために、
２度目の回答を参加者に求めることもできます。

4） 全員でツールボックスの体験について話し合ってワークショップを終了します。



考え方の相違をどう埋めるのか？

根底にある前提を明らかにすることで専門分野間の考え方の相違を埋め、 研究者が自分の

専門分野と他分野の世界観をより深く理解できるようにします。

アウトプット・アウトカム*は何か？

個人にとってのアウトカムは、専門分野の世界観が明確になることです。グループとしてのア

ウトカムは、 異なる前提と立場が明確になることです。

誰がどんな役割を担うのか？

ファシリテーターがワークショップを進行します。プロジェクトに関わるさまざまな分野の研究

者が参加者です。

何を準備すべきか？

ツールボックス・ダイアログ・アプローチの詳細を知るために資料を１つ読んでおくこと、 そ

して、ツールボックス（ワークショップで使う質問と文のリスト）です。オープンクエスチョンのリ

ストはEigenbrode et al. 2007年に、リッカート尺度の選択肢を選んで回答する文のリスト

はSchnapp et al. 2012年とO’Rourke et al. 2014年を参照してください。

やらないほうがいい場合

ツールボックス・ダイアログ・アプローチは、もともと専門の異なる研究者グループのために

設計されたものです。プロンプトは、 研究者がよく知っている問題に対応していますが、 研

究者以外の社会のステークホルダーには対応していません。そのため、オリジナル版のツー

ルボックスはさまざまなステークホルダーがいるグループでは使わないでください。 ただし、

現在、ステークホルダーの対話を促す新しいツールボックスの開発が進んでいます。

【訳注】

*「アウトプット」：短期的に得られる、 活動の結果。「アウトカム」：中期的に得られる、 活動の成果。 　　　　
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